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は
じ
め
に

　

中
国
に
お
い
て
一
九
八
〇
年
代
（
改
革
開
放
の
時
代
）
に
至
っ
て

興
っ
た
演
劇
に
「
探
索
演
劇
」「
実
験
演
劇
」「
先
鋒
演
劇
」「
小
劇
場

演
劇
」「
小
話
劇
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
義
で
、
そ
れ
ま
で

に
築
か
れ
た
、
政
治
と
深
く
結
び
つ
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
へ
の
反

動
か
ら
興
っ
た
新
し
い
演
劇
を
指
す
。
台
詞
を
し
ゃ
べ
り
対
話
で
ド

ラ
マ
を
進
め
る
と
い
う
従
来
の
演
劇
の
基
本
的
な
性
格
を
土
台
に
し

つ
つ
、
だ
が
リ
ア
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
ら
な
い
奔
放
な
戯
曲
構
造
や
演

出
を
個
性
と
し
て
繰
り
広
げ
、
主
に
採
算
の
取
り
や
す
い
小
規
模
な

劇
場
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
八
〇
年
代
は
探
索
演
劇
、
そ
の
後
は
実

験
演
劇
、
先
鋒
演
劇
の
呼
称
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
近
年

は
し
ば
し
ば
小
劇
場
演
劇
と
呼
ば
れ
る
。
小
話
劇
は
ほ
と
ん
ど
聞
か

な
い
が
、
台
詞
劇
が
「
話
劇
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
と
小
劇
場
を

結
び
付
け
た
派
生
語
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
中
国
で
の
こ
う
し
た
新

し
い
演
劇
の
こ
と
を
統
一
的
に
小
劇
場
演
劇
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
主

に
九
〇
年
代
、
小
劇
場
演
劇
を
形
作
り
牽
引
し
て
き
た
代
表
的
な
作

り
手
で
あ
る
牟ぼ
う
し
ん森
（
一
九
六
三

－

）
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ

の
実
況
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

演
出
家
・
作
家
で
あ
り
、
俳
優
と
な
る
こ
と
も
あ
る
牟
森
は
、

「
自
由
職
業
人
」「
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
人
」「
独
立
演
劇
制
作
人
」
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
日
の
日
本
語
で
呼
称
す
る
な
ら
、
い
わ
ゆ

る
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
斬
新

な
舞
台
を
次
々
と
上
演
し
て
と
く
に
国
外
に
お
い
て
高
い
評
価
を

得
、
話
劇
史
の
文
献
で
は
必
ず
紙
幅
の
割
か
れ
る
記
念
碑
的
人
物
と

消
失
し
た
中
国
実
験
演
劇
を
め
ぐ
る
考
察 

　
─
─
牟
森
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
─
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な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
九
七
年
頃
に
は
創
作
に
行
き
詰
ま
っ
て
上
演

活
動
を
止
め
た
。
そ
の
後
は
二
〇
一
三
年
に
上
演
活
動
再
開
に
踏
み

切
る
ま
で
、
依
頼
を
受
け
て
細
々
と
舞
台
監
督
を
し
た
り
、
リ
ア
リ

ズ
ム
作
品
を
演
出
し
た
り
す
る
ほ
か
は
、
会
社
運
営
や
執
筆
に
シ
フ

ト
し
演
劇
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
こ
れ
は
小
劇
場
演
劇
シ
ー
ン
に
お
け

る
ほ
か
の
代
表
的
な
演
出
家
、
林
兆
華
（
一
九
三
六

－

）、
孟
京
輝

（
一
九
六
五

－

）、
李
六
乙
（
一
九
？

－

）
ら
が
時
を
経
る
ご
と
に
ま

す
ま
す
積
極
的
に
手
広
く
上
演
を
展
開
し
て
い
る
の
と
は
、
際
立
っ

て
対
照
的
で
あ
る
。

　

牟
森
の
こ
の
よ
う
な
挫
折
の
理
由
を
分
析
し
た
論
〉
1
〈

考
に
よ
る
と
、

一
つ
に
は
牟
森
作
品
は
国
外
で
は
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
の
国
内
で

は
そ
れ
に
及
ば
な
い
と
い
う
、
地
元
観
客
と
の
乖
離
が
あ
り
、
も
う

一
つ
に
は
作
品
の
素
材
を
「
個
の
告
白
」
以
外
に
見
出
せ
ず
、
過
去

の
作
風
の
繰
り
返
し
に
堕
し
創
作
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
ま
さ

に
行
き
詰
ま
り
が
あ
っ
た
。
牟
森
自
身
は
「
自
分
を
超
え
ら
れ
ず
、

創
作
が
と
て
も
辛
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
〉
2
〈
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
作
り

手
た
ち
は
国
の
劇
団
に
所
属
し
て
手
堅
い
作
品
で
足
場
を
確
保
し
な

が
ら
、
自
ら
組
織
す
る
民
間
資
本
の
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
制
約
を
離

れ
た
自
由
な
創
作
も
手
掛
け
て
い
く
と
い
う
（
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な

い
に
し
ろ
）、
創
作
領
域
の
使
い
分
け
を
し
て
き
た
が
、
牟
森
は
人

材
、
劇
場
、
待
遇
等
の
条
件
の
整
っ
た
国
の
劇
団
に
は
所
属
せ
ず
、

資
金
繰
り
の
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
い
な
か
っ
た
。
創
作
条
件

の
違
い
も
挫
折
の
一
因
と
思
わ
れ
る
。

　

牟
森
は
主
に
北
京
で
活
動
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年

に
上
海
に
お
い
て
創
作
を
再
開
す
る
。「
西
岸
二
〇
一
三
建
築
与
芸

術
双
年
展
」
と
い
う
上
海
西
〉
3
〈

岸
の
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し

て
、
一
九
九
三
年
の
話
題
作
で
あ
る
『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中

国
語
文
法
討
論
』（
原
題
《
彼
岸
／
関
於
彼
岸
的
漢
語
語
法
討
論
》）

の
再
演
依
頼
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
牟
森
は
温
め
つ
つ
あ
っ
た
『
上

海
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』（《
上
海
奥
徳
賽
》）
を
『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ

い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』
を
凌
駕
す
る
も
の
と
し
て
提
案
し
、
約

四
〇
分
の
叙
事
劇
で
あ
る
「
雲
演
劇
」
を
上
演
し
た
。
そ
れ
は
ま
た

過
去
の
作
品
で
あ
る
『
ゼ
ロ
の
記
録
』（《
零
檔
案
》）
や
『
彼
岸
／

彼
岸
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』
の
再
演
で
も
あ
っ
た
。

　

牟
森
を
め
ぐ
っ
て
は
、
創
作
活
動
の
中
止
の
理
由
を
論
じ
た
も
の

も
含
め
論
考
が
す
で
に
多
く
あ
り
、
詳
細
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
主

に
は
、
牟
森
の
作
品
を
「
小
劇
場
演
劇
」
の
先
駆
と
し
つ
つ
、
そ
の

抽
象
性
の
高
さ
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

ア
ー
ト
」（
中
国
語
で
は
「
行
為
芸
術
」）
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
前

衛
性
を
高
く
評
価
す
る
か
中
国
の
観
客
と
の
乖
離
を
論
じ
る
か
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
牟
森
の
作
品
は
劇
場
の
舞
台
で
展
開
さ
れ

る
演
劇
で
あ
る
こ
と
に
立
ち
戻
り
、
演
劇
性
と
表
〉
4
〈

象
の
視
点
か
ら
考

察
し
て
み
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
前
提
と
な
る
一
九
八
〇
〜
九
〇

年
代
の
中
国
小
劇
場
演
劇
の
前
史
を
俯
瞰
し
た
上
で
、
活
動
中
断
後

か
ら
今
日
ま
で
も
含
め
て
牟
森
の
経
歴
と
作
品
の
軌
跡
を
た
ど
る
。

次
に
、
牟
森
の
代
表
作
で
あ
る
九
四
年
の
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
と
『
エ
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イ
ズ
と
関
連
す
る
』
の
上
演
を
、
映
像
や
劇
評
を
基
に
確
認
す
る
。

そ
し
て
、
牟
森
作
品
か
ら
排
さ
れ
た
演
劇
性
と
表
象
の
検
討
を
通
し

て
、
牟
森
の
作
品
が
徐
々
に
精
彩
を
失
っ
た
理
由
や
小
劇
場
演
劇
の

実
験
の
状
況
を
考
察
し
た
い
。

一
　
中
国
小
劇
場
演
劇
前
史
概
況

　
「
小
劇
場
」
の
興
り
は
、
一
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ト

ワ
ー
ヌ
（A

ndré A
ntoine, 1858 ‒1943

）
ら
を
端
緒
と
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
自
由
劇
場
運
動
に
遡
る
。
従
来
の
大
袈
裟
な
演
技
や
ウ
ェ

ル
メ
イ
ド
・
プ
レ
イ
（
都
合
よ
く
う
ま
く
つ
く
ら
れ
た
脚
本
）、
有

名
俳
優
を
据
え
て
興
行
を
支
え
る
ス
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
る

卑
俗
的
な
演
劇
を
、
舞
台
装
置
や
照
明
の
技
術
革
新
、
イ
プ
セ
ン
の

近
代
的
な
戯
曲
な
ど
と
と
も
に
、
写
実
的
な
自
然
主
義
、
リ
ア
リ
ズ

ム
の
方
向
へ
革
新
し
よ
う
と
し
た
近
代
演
劇
確
立
の
芸
術
運
動
で

あ
〉
5
〈
る
。
自
由
劇
場T

héâtre Libre

（
一
八
八
七

－

一
八
九
六
）
は
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
が
創
設
し
た
パ
リ
の
小
劇
場
の
名
称
で
、
近
代
演
劇
が

伝
播
す
る
と
と
も
に
各
国
で
も
自
由
舞
台
（
独
）、
独
立
劇
場

（
英
）、
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
（
露
）
な
ど
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
た
。
日

本
で
も
小
山
内
薫
と
二
代
目
市
川
左
團
次
が
ロ
ン
ド
ン
で
見
た
舞
台

協
会
（
独
立
劇
場
の
後
身
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
新
劇
の
自
由
劇
場

（
一
九
〇
九

－

一
九
一
九
）
を
設
立
し
〉
6
〈

た
。
中
国
で
は
日
本
の
自
由

劇
場
な
ど
の
影
響
か
ら
、
話
劇
の
蠕
動
で
あ
る
文
明
戯
の
一
端
と
し

て
上
海
で
民
衆
戯
劇
社
（
一
九
二
一

－

？
）
が
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
後
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
も
小
劇
場
、
前
衛
演
劇
は
世
界
各

地
で
盛
ん
と
な
っ
た
。
と
く
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
が
有
名
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
六
〇
年
安
保
闘
争
の
怒
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
く
る
社
会
運
動
や
新
劇
の
解
体
を
目
指
し
た
演
劇

運
動
が
興
っ
た
。
学
生
劇
団
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
演
劇
人
た
ち
が
制
約

あ
る
経
済
事
情
に
見
合
っ
た
小
規
模
空
間
で
の
演
劇
、
テ
ン
ト
演

劇
、
野
外
演
劇
な
ど
を
展
開
し
、
小
劇
場
演
劇
ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
演
劇
（
ア
ン
グ
ラ
演
劇
）
と
呼
ば
れ
た
。「
小
劇
場
」
は

単
な
る
建
築
と
し
て
の
劇
場
の
規
模
や
形
態
に
、
反
伝
統
、
反
主

流
、
反
商
業
、
反
体
制
、
芸
術
を
通
し
て
の
社
会
運
動
な
ど
を
旨
と

す
る
演
劇
の
歴
史
的
文
脈
を
伴
っ
て
、
そ
う
呼
称
さ
れ
る
。
今
日

「
小
劇
場
」
と
い
う
場
合
、
主
に
戦
後
の
も
の
を
指
す
。

　

中
国
で
は
、
お
よ
そ
一
九
八
〇
年
代
に
小
劇
場
の
提
起
や
上
演
が

徐
々
に
行
わ
れ
始
め
、
九
〇
年
代
以
降
に
小
劇
場
と
い
う
概
念
が
定

着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
俳
優
と
観
客

の
距
離
の
近
い
上
演
空
間
の
規
模
そ
の
も
の
に
関
心
が
向
け
ら
れ

た
。
八
一
年
に
曹
禺
に
よ
っ
て
多
く
と
も
二
百
席
ほ
ど
の
小
劇
場
の

長
所
が
論
じ
ら
〉
7
〈

れ
、
八
五
年
の
南
京
市
話
劇
団
の
小
劇
場
を
皮
切
り

に
徐
々
に
小
劇
場
が
建
設
さ
れ
始
め
た
。

　

中
国
で
の
小
劇
場
の
提
起
を
一
旦
振
り
返
っ
て
お
く
と
、
一
九
八

一
年
よ
り
起
こ
っ
た
「
演
劇
観
論
争
」
で
あ
る
。
こ
の
話
劇
を
め
ぐ

る
論
争
は
文
化
大
革
命
終
結
後
、
話
劇
の
創
作
不
振
、
観
客
不
入
り
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の
危
機
状
況
か
ら
そ
の
打
開
の
道
や
不
振
の
理
由
が
演
劇
関
係
者
や

研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
、
一
連
の
議
論
で
あ
る
。
議
論
の
発

端
は
六
二
年
の
黄
佐
臨
に
よ
る
「“
演
劇
観
”
雑
〉
8
〈

談
」
と
い
う
リ
ア

リ
ズ
ム
以
外
の
演
技
や
演
出
方
法
を
提
起
し
た
発
〉
9
〈

言
で
あ
っ
た
が
、

八
〇
年
代
に
話
劇
の
再
建
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
た
中
、
表
現
形
式

だ
け
で
な
く
、
創
作
テ
ー
マ
や
人
物
造
形
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
議

論
さ
れ
た
。
集
約
的
に
は
、
当
時
の
作
り
手
や
識
者
た
ち
が
直
面
し

た
の
は
、
そ
れ
ま
で
に
確
立
さ
れ
た
政
治
宣
伝
と
し
て
の
リ
ア
リ
ズ

ム
話
劇
と
い
う
「
伝
統
」
の
扱
い
方
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
半
ば
の

話
劇
は
、
中
ソ
関
係
の
影
響
か
ら
主
に
ソ
連
の
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
を

積
極
的
に
受
容
す
る
こ
と
で
発
展
し
た
。
し
た
が
っ
て
八
〇
年
代
に

は
、
そ
の
画
一
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起

こ
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
不
条
理
劇
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
受
容
が
模
索

さ
れ
た
。

　

一
九
八
二
年
の
『
非
常
信
号
』（《
絶
対
信
号
》、
林
兆
華
演
出
、

高
行
健
・
劉
会
遠
作
、
北
京
人
民
芸
術
劇
院
）
を
初
動
と
し
、
そ
の

後
に
続
く
小
劇
場
で
の
上
演
が
、
今
日
中
国
で
用
い
ら
れ
る
小
劇
場

演
劇
を
指
す
。『
非
常
信
号
』
は
、
北
京
人
民
芸
術
劇
院
（
以
下
、

北
京
人
芸
と
記
す
）
に
お
い
て
高
行
健
の
ベ
ケ
ッ
ト
作
の
不
条
理
劇

『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
を
模
し
た
『
バ
ス
停
』（《
車
站
》）
に
着

手
し
よ
う
と
し
た
林
兆
華
ら
が
、
北
京
人
芸
院
長
ら
よ
り
ま
ず
リ
ア

リ
ズ
ム
に
近
い
も
の
か
ら
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
試
行
し
た
作
品
で

あ
〉
10
〈

る
。
貨
物
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
職
の
な
い
青
年
と
そ
の
友
人
た
ち

と
の
や
り
と
り
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
貫
か
れ
つ
つ
、
戯
曲
構
造
は

回
想
や
想
像
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
時
系
列
の
整
合
性

が
解
か
れ
て
い
る
。
様
子
を
見
る
た
め
に
北
京
人
芸
内
の
一
角
を
利

用
し
た
内
部
公
演
か
ら
始
め
ら
れ
、
好
評
と
な
り
後
に
北
京
人
芸
三

階
「
宴
会
庁
」（
現
在
の
北
京
人
芸
実
験
劇
場
）
で
正
式
に
公
演
、

さ
ら
に
大
劇
場
（
首
都
劇
場
）
で
公
演
さ
れ
〉
11
〈

た
。
小
さ
な
空
間
に
お

け
る
演
劇
実
践
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
画
期
的
に
伝
統
の
打
破
が

試
み
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、
今
日
、
中
国
に
お
け
る
初
の
小
劇
場
演

劇
と
し
て
話
劇
史
に
お
け
る
記
念
碑
的
作
品
と
な
っ
て
い
る
。『
バ

ス
停
』
は
こ
れ
に
続
い
て
八
三
年
に
上
演
さ
れ
、
翌
年
、
精
神
汚
染

一
掃
運
動
に
お
い
て
批
判
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
模
索
は
こ
れ

ら
二
作
品
を
含
め
当
時
「
探
索
演
劇
」
と
呼
ば
れ
、
話
劇
不
振
の
決

定
的
な
打
開
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
八
〇
年
代
を
通
し
て
継
続
し

た
。
そ
の
中
で
や
が
て
他
メ
デ
ィ
ア
と
の
競
争
と
い
う
点
か
ら
も
観

客
の
体
感
指
数
の
高
い
小
劇
場
と
い
う
上
演
形
態
が
着
目
さ
れ
、
劇

場
の
増
加
や
民
間
劇
団
の
出
現
へ
と
連
動
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
の
六
四
天
安
門
事
件
後
は
思
想
の
引
き
締
め
が
強
く

な
り
、
上
演
活
動
も
委
縮
し
た
が
、
九
〇
年
代
、
時
代
背
景
を
受
け

た
青
年
の
怒
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
完
全
に
覆
し

た
作
品
で
学
生
演
劇
か
ら
出
発
し
た
牟
森
と
孟
京
輝
が
頭
角
を
現

し
、
注
目
を
集
め
た
。
す
で
に
北
京
人
芸
に
お
い
て
中
堅
で
あ
っ
た

林
兆
華
も
北
京
人
芸
で
の
仕
事
と
並
行
し
て
自
ら
の
ス
タ
ジ
オ
を
組

織
し
、
新
奇
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
創
作
へ
と
手
を
広
げ
て
い
っ
た
。
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牟
森
の
評
価
は
外
国
各
地
の
演
劇
祭
に
招
聘
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

ほ
か
、
国
の
劇
団
に
所
属
せ
ず
、
民
間
劇
団
と
し
て
活
動
し
た
点
で

も
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
北
京
に
お
け
る
牟
森
と
孟
京
輝
の
活

動
か
ら
小
劇
場
演
劇
は
本
格
化
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
建
築
と
し
て
の
小
劇
場
に
も
少
し
触
れ
て
お
き
た

い
。
何
を
も
っ
て
小
劇
場
と
言
う
か
、
あ
る
い
は
大
劇
場
と
言
う
か

に
明
確
な
基
準
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
め
ぼ
し
い
劇
場
の
客
席
数
を

挙
げ
て
み
る
と
、
三
四
三
席
（
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
自
由
劇
〉
12
〈

場
）、
一

〇
〇
席
未
満
（
六
〇
年
代
の
早
稲
田
小
劇
〉
13
〈

場
）、
二
九
九
席
以
下

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

の
規
〉
14
〈

格
）、
二
〇
〇
席
（
北
京
人
芸
実
験
劇
〉
15
〈

場
）、
三
六
三
席
（
孟
京

輝
の
蜂
巣
劇
〉
16
〈

場
）
と
な
る
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
に
建
て
ら
れ

た
中
国
の
劇
場
は
組
織
機
関
（「
単
位
」）
や
学
校
の
ホ
ー
ル
（「
礼

堂
」「
会
堂
」）、
公
共
の
娯
楽
施
設
（「
文
化
宮
」「
倶
楽
部
」「
影
劇

院
」）、
国
立
劇
団
の
専
用
劇
場
等
、
ほ
と
ん
ど
が
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

大
き
い
大
劇
場
で
あ
〉
17
〈

る
（
た
と
え
ば
、
北
京
人
芸
の
首
都
劇
場
は
九

二
七
席
）。
国
の
劇
団
の
小
劇
場
は
、
劇
団
の
二
つ
目
、
三
つ
目
の

専
用
劇
場
と
し
て
主
に
八
〇
年
代
半
ば
以
降
に
徐
々
に
新
し
く
建
て

ら
れ
た
。
国
の
予
算
で
国
の
劇
団
だ
け
が
上
演
を
行
い
利
益
の
追
求

が
禁
じ
ら
れ
て
き
た
興
行
状
況
の
間
隙
か
ら
、
市
場
経
済
の
時
代
、

民
間
の
上
演
が
興
り
、
追
認
的
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、

そ
れ
ら
は
外
部
へ
の
貸
し
劇
場
と
し
て
も
機
能
し
た
。
か
つ
て
ア
ン

ト
ワ
ー
ヌ
の
自
由
劇
場
や
日
本
の
小
劇
場
演
劇
（
六
〇
年
代
以
降
）

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
小
規
模
で
あ
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
経
済

事
情
の
中
で
着
手
や
転
換
が
し
や
す
い
。
ま
た
、
俳
優
と
観
客
が
近

い
こ
と
に
よ
る
独
特
な
一
体
感
、
臨
場
感
の
利
点
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
民
間
の
小
劇
場
も
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
九
〇
年
代
当
初
の

伝
統
の
超
克
や
実
験
の
理
念
は
置
い
て
い
か
れ
る
ま
ま
上
演
の
商
業

化
が
急
激
に
進
ん
だ
。
加
え
て
近
年
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
ラ
ボ
な
ど
領

域
横
断
的
な
活
動
の
一
つ
で
あ
ろ
う
、
小
劇
場
で
京
劇
を
上
演
す
る

「
小
劇
場
京
劇
」
な
ど
も
出
現
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
小
劇
場
作

品
で
も
一
九
世
紀
末
以
来
の
小
劇
場
の
帯
び
て
い
た
理
念
が
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
主
張
す
る
曖
昧
な
認
識
も
流
布
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
坂
手
洋
二
（
劇
作
家
、
演
出
家
。
一
九
六
二

－

）
が
「
演
劇
の
歴
史
と
い
う
の
は
、
劇
場
を
発
見
し
て
き
た
歴
史

で
も
あ
っ
〉
18
〈
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
文
革
終
結
後
、
中
国
演
劇
が
小

劇
場
を
見
出
し
て
き
た
過
程
は
、
商
業
演
劇
の
流
行
も
含
め
新
し
い

段
階
の
中
国
演
劇
史
を
形
作
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
　
牟
森
の
演
劇
活
動

　

前
節
で
見
た
よ
う
な
小
劇
場
演
劇
が
展
開
し
て
い
く
経
緯
に
お
い

て
、
牟
森
は
主
に
一
九
九
〇
年
代
に
実
験
、
先
駆
、
先
鋒
な
ど
と
評

さ
れ
た
気
鋭
の
演
劇
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た
。
無
名
の
若
者
が
ど

の
よ
う
に
し
て
演
劇
活
動
を
展
開
し
、
高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
活
動
に
行
き
詰
ま
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
の
節
で
は
、
牟
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森
の
経
歴
や
作
品
を
追
っ
て
み
た
い
。

　

牟
森
は
一
八
〇
セ
ン
チ
以
上
も
あ
る
偉
丈
夫
で
、
ど
の
写
真
を
見

て
も
若
い
頃
か
ら
丸
刈
り
か
坊
主
頭
に
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
僧
侶
の
よ

う
な
風
貌
を
し
て
い
る
。
一
九
六
三
年
遼
寧
省
營
口
市
生
ま
れ
、
文

学
少
年
で
八
〇
年
に
北
京
師
範
大
学
中
文
系
に
入
学
し
た
。
だ
が
、

学
業
に
身
が
入
ら
ず
休
学
し
た
り
復
学
後
も
再
履
修
と
な
っ
た
り
し

つ
つ
、
在
学
中
は
仲
間
を
集
め
て
専
ら
課
外
で
の
演
劇
活
動
に
精
を

出
し
た
。
学
内
で
は
名
の
知
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
（
二
九
歳
）
頃
ま
で
の
経
過
は
た
い
へ
ん
流
動
的
で

あ
る
。
大
学
を
出
〉
19
〈
た
後
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
話
劇
団
に
就
職
し
た
か
と

思
え
ば
、
北
京
に
舞
い
戻
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
林
兆
華
の
ス

タ
ジ
オ
に
参
加
し
た
り
し
な
が
ら
舞
台
を
手
掛
け
る
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
「
北
〉
20
〈
漂
」
の
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
上
演
し
た
作
品
は
『
作

文
』（《
課
堂
作
文
》
一
九
八
四
、
在
学
中
の
初
演
出
・
脚
色
作
。
ワ

イ
ケ
ル
〉
21
〈

ト
原
作
）、『
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
物
語
』（《
伊
尓
庫
茨
克
的
故

事
》
一
九
八
五
、
卒
業
記
念
作
品
。
ア
ル
ブ
ー
ゾ
フ
原
作
）、『
三
人

姉
妹
』（《
三
姐
妹
》
一
九
八
七
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
北
京
へ
戻
っ
た
後

の
作
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
原
作
）、『
犀
』（《
犀
牛
》
同
年
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ

原
作
）、『
兵
士
の
物
語
』（《
士
兵
的
故
事
》
一
九
八
八
、
音
楽
劇
。

原
作
：
台
本
ラ
ミ
ュ
ー
ズ
、
音
楽
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
）、『
偉
大

な
る
神
ブ
ラ
ウ
ン
』（《
大
神
布
朗
》
一
九
八
九
、
オ
ニ
ー
ル
原
作
）

で
、
い
ず
れ
も
外
国
の
作
で
あ
っ
た
。
牟
森
の
こ
れ
ら
の
舞
台
は
上

演
す
る
ご
と
に
口
コ
ミ
で
評
判
が
伝
わ
っ
た
り
関
心
を
持
っ
た
観
客

が
出
資
を
申
し
出
た
り
し
て
、
一
つ
ま
た
一
つ
と
展
開
さ
れ
た
。
観

客
の
中
に
は
林
兆
華
、
陳
顒
（
演
出
家
）、
徐
暁
鐘
（
当
時
中
央
戯

劇
学
院
院
長
）、
ま
た
俳
優
と
し
て
の
参
加
者
に
は
孟
京
輝
が
お

り
、
出
資
者
に
は
駐
中
国
ア
メ
リ
カ
大
使
館
と
い
う
有
力
団
体
も

あ
っ
〉
22
〈

た
。
そ
う
し
た
口
コ
ミ
の
評
判
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
広
報
文
化

交
流
局
か
ら
ア
メ
リ
カ
訪
問
に
招
聘
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
一
九
九

一
年
、
牟
森
は
ア
メ
リ
カ
の
八
都
市
を
回
っ
て
ア
メ
リ
カ
演
劇
の
見

聞
を
得
〉
23
〈

た
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
長
く
継
続
し
て
い
な
い
も
の
の
、
在

学
中
は
未
来
人
演
劇
団
（
一
九
八
五
）、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
北
京
へ

戻
っ
た
後
は
蛙
実
験
劇
団
（
一
九
八
七
）、
ア
メ
リ
カ
か
ら
戻
っ
た

後
は
ま
た
ラ
サ
へ
赴
き
西
蔵
戯
劇
工
作
室
（
一
九
九
二
）
も
立
ち
上

げ
た
。「
死
ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
毎
日
つ
ま
ら
な
い
仕
事
を
し

て
家
庭
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
れ
な
ら
ば
好
き

な
こ
と
を
す
る
だ
け
だ
」
と
語
る
北
漂
生
活
の
様
子
は
、
呉
文
光
が

撮
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
『
流
浪
北
京
』（
一
九
九
〇
）
に

よ
り
今
日
で
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
〉
24
〈

る
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
戻
っ
た
後
の
一
九
九
二
年
の
ラ
サ
で
の
西
蔵
戯
劇

工
作
室
か
ら
九
七
年
（
三
四
歳
）
の
『
吐
露
』（《
傾
述
》、
馬
原
原

作
）
ま
で
が
、
牟
森
の
本
格
的
な
演
劇
活
動
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
訪

問
で
は
、
中
国
の
演
劇
教
育
で
二
〇
世
紀
半
ば
に
受
容
し
た
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
俳
優
訓
練
法
を
伝
統
的
に
継
続

し
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
を
基

に
し
た
「
メ
ソ
ッ
ド
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
大
き
な
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収
穫
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
メ
ソ
ッ
ド
の

違
い
を
こ
こ
で
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ

の
メ
ソ
ッ
ド
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
受

け
た
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
グ
ら
が
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
映
画
界
で
も
広
く

普
及
し
た
も
の
で
、
特
徴
と
し
て
個
人
の
体
験
や
感
情
を
素
材
に
役

作
り
を
す
〉
25
〈

る
。
個
人
の
記
憶
を
追
体
験
し
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
な
る

メ
ソ
ッ
ド
は
俳
優
の
心
的
負
担
が
大
き
い
と
言
わ
れ
る
。
牟
森
は
帰

国
後
メ
ソ
ッ
ド
的
な
演
技
を
実
践
し
、
再
び
話
題
作
を
手
掛
け
て

い
っ
た
。

　

一
九
九
二
年
、
牟
森
は
ま
ず
西
蔵
戯
劇
工
作
室
で
「
さ
ま
ざ
ま
な

俳
優
訓
練
法
」
を
試
し
た
。
具
体
的
に
は
、
続
け
て
九
三
年
に
コ
ー

チ
を
受
け
持
っ
た
北
京
電
影
学
院
演
員
交
流
培
訓
中
心
で
の
俳
優
方

法
実
験
ク
ラ
ス
の
よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
四
カ
月

間
、
京
劇
俳
優
、
ヨ
ガ
講
師
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
講
師
を

招
い
た
レ
ッ
ス
〉
26
〈

ン
も
含
め
、
身
体
を
緩
め
て
自
己
を
解
放
す
る
こ
と

を
教
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
〉
27
〈

る
。
そ
の
修
了
作
品
と
し
て
、『
彼

岸
／
関
於
彼
岸
的
漢
語
語
法
討
論
』（
高
行
健
お
よ
び
于
堅
原
作
）

を
上
演
し
た
。
こ
の
と
き
、
上
演
団
体
の
名
義
が
必
要
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
戯
劇
車
間
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は
戯
劇
車
間
で
毎
年
続
け
て
、
一
九
九
四
年
に
『
ゼ
ロ
の

記
録
』（
于
堅
原
作
）、『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』（《
与
艾
滋
有
関
》、

即
興
劇
）、
九
五
年
に
『
黄
花
』、『
紅
鯡
魚
』（
東
京
初
演
）、『
あ
る

晩
の
記
憶
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
』（《
関
於
一
個
一
夜
的
記
憶
的
調

査
報
告
》）、
九
六
年
に
『
病
院
』（《
医
院
》）、『
ア
ジ
ア
の
想
像
、

あ
る
い
は
讃
歌
あ
る
い
は
練
習
曲
に
つ
い
て
』（《
関
於
亜
洲
的
想

像
、
或
者
頌
歌
或
者
練
習
曲
》）、
九
七
年
に
『
吐
露
』
と
、
多
い
と

き
で
年
に
三
作
を
上
演
し
た
。
そ
し
て
『
吐
露
』
を
最
後
に
上
演
活

動
を
停
止
し
た
。

　

こ
れ
ら
戯
劇
車
間
の
一
連
の
作
品
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
く
、

即
興
で
断
片
的
な
台
詞
（
詩
）
を
述
べ
た
り
身
振
り
や
ダ
ン
ス
を
し

た
り
す
る
反
演
劇
的
な
特
徴
が
あ
る
。
固
定
し
た
脚
本
も
な
く
、
今

日
、
上
演
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、『
彼

岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』『
ゼ
ロ
の
記
録
』『
エ
イ

ズ
と
関
連
す
る
』
な
ど
の
代
表
作
は
非
売
品
な
が
ら
映
像
が
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
劇
評
も
数
多
く
あ
る
。
劇
評
か
ら
上
演
の
様
子
と
そ

の
評
価
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
戯
劇
車
間
の
作
品
は

い
わ
ゆ
る
舞
台
上
演
で
あ
る
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
（
演
劇
、

音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
上
演
芸
術
。
中
国
語
で
は
「
表
演
芸
術
」）

と
し
て
よ
り
は
、
時
空
間
を
共
有
し
な
が
ら
身
体
で
テ
ー
マ
を
表
現

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
（
演
劇
と
美
術
の
中
間
的
領
域
の

芸
術
。
中
国
語
で
は
「
行
為
芸
術
」）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
〉
28
〈

る
。『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』
は
即
興
の

激
し
い
身
振
り
を
主
体
と
し
、『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
俳
優
自
身
の
父

親
の
半
生
を
無
感
情
に
つ
ぶ
や
く
形
、『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
で

は
舞
台
に
お
い
て
調
理
、
即
興
の
つ
ぶ
や
き
、
労
働
者
に
よ
る
壁
の

工
事
が
行
わ
れ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
人
物
像
の
あ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
演
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劇
を
覆
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
観
客
に
驚
愕
、
衝
撃
を
も
っ
て
高
く

評
価
さ
れ
た
。
と
く
に
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
会
場
の
都
合
で
国
内
で

は
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
外
国
に
お
い
て
上
演
さ
れ
、
数
々

の
演
劇
祭
に
も
招
聘
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
も

九
五
年
、
瀬
戸
宏
（
摂
南
大
学
教
授
）
と
坂
手
洋
二
の
手
配
に
よ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
り
、
九
七
年
、
タ
イ
ニ
イ
ア
リ
ス

（
東
京
の
小
劇
場
。
二
〇
一
五
年
閉
館
）
の
招
聘
で
『
紅
鯡
魚
』
を

日
本
人
俳
優
を
起
用
し
て
上
演
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
〉
29
〈

る
。

　

一
九
九
七
年
の
『
吐
露
』
は
失
敗
作
と
評
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
牟

森
は
自
ら
の
作
品
を
組
織
す
る
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
話
題
と

な
っ
た
作
品
も
、
一
方
で
は
素
人
俳
優
の
起
用
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
な

い
た
だ
の
展
示
的
行
為
に
違
和
感
を
覚
え
る
と
の
声
も
あ
っ
た
。
最

後
の
作
品
と
な
っ
た
『
吐
露
』
に
至
っ
て
は
牟
森
自
身
失
敗
だ
っ
た

と
述
べ
て
い
〉
30
〈

る
。

　
『
吐
露
』
以
後
は
一
九
九
〇
年
代
の
よ
う
な
多
作
、
直
接
の
演
劇

活
動
は
な
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
二
、三
年
は
北
京
人
芸
の
林
兆
華
に

招
か
れ
、『
万
家
灯
火
』『
趙
氏
孤
児
』
な
ど
の
制
作
に
参
加
し
た

り
、
広
州
話
劇
団
に
招
か
れ
『
最
高
利
益
』
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
作

品
を
演
出
し
た
り
し
た
。
二
〇
〇
六
年
は
ド
イ
ツ
映
画
の
膨
大
な
解

説
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
牟
森
は
舞
台
演
出
よ
り
歴
史
の
叙
述

へ
と
関
心
が
移
り
、
執
筆
を
始
め
た
。

　

二
〇
一
三
年
（
五
〇
歳
）、
上
海
に
お
い
て
創
作
を
再
開
す
る
。

「
西
岸
二
〇
一
三
建
築
与
芸
術
双
年
展
」
と
い
う
上
海
西
岸
の
イ
ベ

ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
一
九
九
三
年
の
話
題
作
で
あ
る

『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』
の
再
演
依
頼
が

あ
っ
た
の
に
対
し
、
牟
森
は
書
き
か
け
て
い
た
上
海
の
歴
史
叙
事
で

あ
る
『
上
海
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
を
『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中

国
語
文
法
討
論
』
を
凌
駕
す
る
も
の
と
し
て
提
案
し
、
約
四
〇
分
の

「
雲
演
劇
」
を
上
演
し
た
。「
雲
演
劇
」
と
は
牟
森
に
よ
る
と
、「
あ

る
空
間
、
メ
デ
ィ
ア
横
断
的
、
つ
な
が
り
を
超
え
た
、
大
規
模
、

テ
ー
マ
方
〉
31
〈

式
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
海
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
照

明
、
映
像
、
管
弦
楽
、
声
楽
、
語
り
、
ダ
ン
ス
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

総
合
芸
術
的
な
上
演
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
「
彼
岸
」
を
探
す

と
い
う
テ
ー
マ
が
語
ら
れ
た
り
鉄
筋
に
刺
さ
っ
た
り
ん
ご
が
並
べ
ら

れ
た
り
し
た
、『
彼
岸
／
彼
岸
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
法
討
論
』
や

『
ゼ
ロ
の
記
録
』
の
踏
襲
で
も
あ
っ
た
。

三
　
牟
森
の
「
行
為
芸
術
」 

　
─
─『
ゼ
ロ
の
記
録
』『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』

　

で
は
牟
森
の
創
作
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
一
九
九
四
年
の
二
作
、

『
ゼ
ロ
の
記
録
』『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
舞
台

の
様
子
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
見
て
い
き
た
い
。
上
演

（『
ゼ
ロ
の
記
録
』）
の
録
〉
32
〈

画
、
代
表
的
な
劇
評
の
ほ
か
、『
ゼ
ロ
の
記

録
』
の
原
作
者
で
あ
り
、『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
に
俳
優
と
し
て

出
演
し
、
ま
た
間
近
で
牟
森
の
創
作
を
見
守
っ
て
き
た
友
人
で
あ
る
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詩
人
の
于
堅
（
一
九
五
四

－

）
の
回
顧
の
ブ
ロ
グ
も
参
照
す
る
。

　
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
于
堅
の
長
詩
を
原
作
と
し
た
も
の
で
、
一
種

の
モ
ノ
ロ
ー
グ
、
語
り
の
劇
で
あ
る
。

　

こ
の
劇
の
演
出
家
は
牟
森
と
い
う
。
彼
は
一
年
前
ぼ
く
に
、
長
詩

『
ゼ
ロ
の
記
録
』
を
劇
に
し
て
上
演
し
た
い
ん
だ
と
言
っ
た
。
ぼ

く
は
す
ご
く
そ
の
劇
に
出
て
演
じ
て
み
た
い
ん
だ
け
ど
、
と
彼
に

聞
い
て
み
た
。
彼
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
あ
る
日
、

彼
は
い
き
な
り
ぼ
く
に
聞
い
て
き
た
。『
ゼ
ロ
の
記
録
』
で
演
じ

た
い
な
ら
何
を
演
じ
る
ん
だ
い
。
ぼ
く
は
自
分
を
演
じ
て
み
た
い

と
答
え
た
。
彼
は
ま
た
尋
ね
た
。
何
か
言
い
た
い
と
し
た
ら
何
を

言
う
の
。
ぼ
く
は
父
親
の
こ
と
を
一
番
言
い
た
い
と
答
え
た
。
ぼ

く
は
雲
南
で
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
育
っ
た
。
物
心
つ
い
た

頃
か
ら
、
ぼ
く
は
父
は
悪
い
人
だ
と
知
っ
て
い
た
。
毎
朝
七
時
半

に
父
は
出
勤
し
た
（
後
略
）

　

男
が
一
人
、
舞
台
の
上
で
こ
の
よ
う
に
語
り
始
め
、
自
分
の
記
憶

に
あ
る
父
親
の
話
を
長
々
と
続
け
て
い
く
。
だ
が
、
話
を
す
る
背
後

で
は
も
う
一
人
の
男
が
溶
接
作
業
を
始
め
る
。
す
さ
ま
じ
い
音
を
立

て
て
鉄
筋
を
機
械
で
切
断
し
た
り
火
花
を
散
ら
し
て
溶
接
し
た
り

し
、
男
の
話
し
声
を
無
遠
慮
に
か
き
消
し
て
い
く
。
話
を
す
る
男
は

騒
音
が
起
こ
る
た
び
に
ぎ
ょ
っ
と
し
た
よ
う
に
口
を
つ
ぐ
み
、
迷
惑

そ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
。
ま
た
、
女
が
一
人
、
音
声
の
再
生
装
置

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
詩
（
于
堅
の
『
ゼ
ロ
の
記
録
』）
の
朗
読
を

流
し
て
や
は
り
男
の
話
を
分
断
し
、
男
は
ま
た
そ
の
た
び
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
る
。
し
か
し
、
男
の
話
も
溶
接
作
業
も
女
の
詩
の
再
生
も
、

互
い
に
負
け
じ
と
続
け
ら
れ
て
い
く
。

　

や
が
て
、
舞
台
に
は
溶
接
作
業
で
出
来
上
が
っ
た
直
立
し
た
鉄
筋

の
林
が
現
れ
、
そ
の
先
端
に
り
ん
ご
が
串
刺
し
に
さ
れ
る
。
も
う
一

人
、
別
の
男
が
や
っ
て
き
て
ノ
ー
ト
を
読
み
上
げ
始
め
、
先
に
い
る

男
の
話
の
邪
魔
を
す
る
が
、
最
初
の
男
は
最
後
に
は
張
り
合
う
こ
と

を
や
め
て
男
と
声
を
そ
ろ
え
て
一
緒
に
ノ
ー
ト
を
読
み
上
げ
て
い

く
。
そ
し
て
、
二
人
は
読
み
終
え
る
と
、
狂
っ
た
よ
う
に
り
ん
ご
を

送
風
機
の
中
に
放
り
込
む
。
り
ん
ご
は
高
速
の
プ
ロ
ペ
ラ
に
よ
っ
て

瞬
時
に
微
塵
に
砕
け
果
汁
が
吹
き
飛
ぶ
の
だ
っ
た
。

　

原
作
者
で
あ
る
于
堅
は
、「
震
撼
、
刺
激
、
わ
ず
か
な
血
と
肉
で

あ
る
個
人
と
鉄
と
の
格
闘
、
舞
台
は
ぼ
く
が
青
年
時
代
に
仕
事
し
た

こ
と
が
あ
る
溶
接
工
場
み
た
い
だ
っ
た
。（
中
略
）
牟
森
は
演
劇
の

天
才
だ
。
彼
は
新
演
劇
を
創
造
し
た
。
彼
の
舞
台
は
張
り
詰
め
た
も

の
で
満
ち
て
い
て
、
強
烈
な
空
間
と
現
場
の
感
覚
が
あ
り
、
今
日
ま

で
国
内
で
こ
れ
を
超
越
し
た
者
は
い
な
い
。
そ
の
頃
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ア
ー
ト
を
や
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
牟
森
は
最
初
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
な
る
だ
ろ
〉
33
〈

う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
第
一
回
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
際
芸
術
祭
で
の
上

演
で
好
評
と
な
り
、
そ
の
後
招
聘
さ
れ
て
各
国
で
上
演
さ
れ
た
。
北

京
で
は
予
定
し
て
い
た
円
恩
寺
影
劇
院
の
近
隣
居
住
の
姚
依
林
（
共
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産
党
幹
部
）
死
去
の
喪
を
受
け
て
上
演
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
、
国
内

で
上
演
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
〉
34
〈

た
。

　

以
下
は
、
具
体
的
に
舞
台
を
描
写
し
た
劇
評
で
あ
る
。
二
箇
所
か

ら
引
用
し
て
み
る
。

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
劇
は
日
常
生
活
の
狂
気
と
荒
唐

無
稽
さ
を
描
い
て
い
る
。
北
京
の
演
出
家
牟
森
は
詩
人
于
堅
の

『
ゼ
ロ
の
記
録
』
を
こ
の
劇
の
名
前
と
脚
本
と
し
た
。
テ
ー
マ
は

転
覆
的
で
は
な
い
も
の
の
鋭
く
深
い
。
劇
は
個
人
が
触
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
あ
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る

細
々
と
し
た
情
報
を
描
き
、
詳
し
い
明
細
書
を
羅
列
し
て
い
る
。

作
者
本
人
の
経
歴
で
あ
る
か
の
よ
う
に
。（
中
略
）
そ
の
詩
が
ひ

た
す
ら
機
械
台
の
録
音
機
か
ら
流
れ
て
く
る
の
が
聞
こ
え
、
注
意

を
引
く
。
同
時
に
、
俳
優
は
始
終
元
気
よ
く
自
分
の
物
語
を
語

り
、
少
年
時
代
を
思
い
返
す
。（
中
略
）
ほ
か
の
二
人
の
俳
優
の

主
な
役
割
は
ひ
た
す
ら
叙
述
者
の
話
の
腰
を
折
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
ら
は
機
械
で
大
き
な
音
を
立
て
、
再
生
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。
叙
述
者
が
止
ま
る
と
、
観
客
の
眼
前
に
手
術
の
映
像
が
現

れ
る
。
フ
ァ
イ
ル
は
人
の
生
活
の
外
側
だ
け
で
な
く
、
人
体
の
内

部
構
造
も
記
録
し
て
い
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
女
優
が
ト

マ
ト
と
り
ん
ご
を
鉄
筋
の
上
に
刺
し
、
も
う
一
人
の
男
優
が
前
に

出
て
来
て
自
分
の
物
語
、
あ
る
愛
の
物
語
を
語
り
始
め
る
。
そ
れ

は
最
初
の
叙
述
者
の
話
を
中
断
さ
せ
る
。
二
人
の
声
は
徐
々
に
合

わ
さ
っ
て
一
つ
に
な
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
女
の
「
果
樹
」
を
破

壊
し
、
り
ん
ご
（
若
さ
と
魅
惑
の
象
徴
）
と
ト
マ
ト
（
弱
さ
の
象

徴
）
を
潰
し
、
送
風
機
に
放
り
込
み
、
粉
々
に
し
て
し
ま
〉
35
〈

う
。

　

牟
森
は
ず
っ
と
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
の
「
時
間
を
彫
刻
す
る
」
と
い

う
思
想
が
好
き
だ
っ
た
。
映
画
『
ぼ
く
の
村
は
戦
場
だ
っ
た
』
の

一
場
面
で
あ
る
地
面
一
面
に
り
ん
ご
が
あ
る
風
景
を
見
て
、
頭
の

中
に
鍛
圧
プ
レ
ス
機
で
り
ん
ご
を
い
く
つ
も
押
し
つ
ぶ
し
て
ジ
ャ

ム
の
よ
う
に
す
る
場
面
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
。（
中
略
）
そ
れ

〔
引
用
者
注
＝
り
ん
ご
が
鉄
筋
に
刺
さ
っ
た
風
景
〕
が
何
を
表
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
牟
森
は
誰
も
が
自
分
が
感
じ
た
も
の
が
そ

の
答
え
だ
と
い
う
。
彼
自
身
に
と
っ
て
は
、
鉛
色
の
鉄
筋
と
り
ん

ご
が
触
れ
合
う
こ
と
は
ス
タ
ー
ト
で
、
そ
れ
が
自
分
の
成
長
と
経

験
に
関
係
が
あ
り
、
道
理
で
は
っ
き
り
言
え
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
〉
36
〈

た
。

　

于
堅
も
「
国
内
初
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
」
と
称
し
た
よ

う
に
、『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
演
劇
の
枠
組
み
が
ぼ
や
け
、
身
体
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
使
っ
た
展
示
、
あ
る
い
は
行
為
と
言
え
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
計
七
〇

回
余
り
上
演
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
の
舞
台
の
様
子
を
、
牟
森
の
友

人
で
あ
る
劉
淳
の
文
章
か
ら
参
照
し
て
み
る
。
于
堅
は
こ
の
作
品
に
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俳
優
の
一
人
と
し
て
出
演
し
た
。
作
品
は
即
興
劇
で
、
題
名
の
「
エ

イ
ズ
」
と
内
容
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。

　
（
前
略
）
一
列
一
列
あ
っ
た
観
客
席
が
な
く
な
り
、
工
事
現
場
か

ら
運
ん
で
き
た
工
業
用
の
足
場
と
鋼
鉄
板
が
観
客
席
の
上
に
覆
い

か
ぶ
さ
っ
て
い
た
。
舞
台
と
観
客
席
は
一
枚
の
平
面
に
、
一
つ
に

な
っ
て
い
た
。
何
百
脚
も
の
椅
子
が
組
み
立
て
ら
れ
た
鉄
板
の
上

に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
観
客
が
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
る
と
、
そ
こ
で

は
ド
ラ
ム
缶
が
三
つ
か
ま
ど
と
な
り
、
火
が
燃
え
盛
っ
て
い
た
。

大
き
な
ま
な
板
、
肉
切
り
包
丁
、
大
き
な
せ
い
ろ
、
大
き
な
鉄

鍋
、
肉
挽
き
機
に
舞
台
に
引
い
て
き
た
水
道
管
な
ど
、
見
た
と
こ

ろ
学
校
か
工
事
現
場
の
食
堂
の
厨
房
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
情
景

だ
っ
た
。
俳
優
一
三
人
が
ど
の
食
堂
の
職
員
も
着
て
い
る
よ
う
な

白
い
作
業
着
を
ま
と
っ
て
い
た
。
こ
の
「
厨
房
」
で
は
皆
忙
し
く

自
分
の
こ
と
を
し
て
い
た
。
野
菜
を
洗
い
、
肉
を
切
り
、
肉
を
挽

き
、
粉
を
混
ぜ
、
包
子
を
蒸
し
、
肉
団
子
を
揚
げ
、
肉
を
煮
込

み
、
し
ゃ
べ
り
、
茶
を
飲
み
、
タ
バ
コ
を
吸
い
、
笑
う
…
…
俳
優

は
メ
イ
ク
を
し
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
標
準
的
な
台
詞
も
な
く
、

純
粋
に
炊
事
係
が
学
生
か
労
働
者
に
昼
食
を
準
備
し
て
い
る
み
た

い
だ
っ
た
。
彼
ら
は
本
当
に
作
業
を
し
た
。
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
演

技
と
は
食
事
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
間
、
彼
ら
は
と
り
と
め

な
く
し
ゃ
べ
り
、
よ
も
や
ま
話
を
し
、
話
は
あ
ち
こ
ち
に
そ
れ
、

支
離
滅
裂
で
、
ひ
ど
く
な
ま
っ
て
い
た
。
観
客
の
左
右
と
後
ろ
に

は
一
三
人
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
本
物
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
い
た
。

手
に
道
具
を
持
ち
、
音
楽
が
流
れ
る
た
び
に
彼
ら
は
動
き
出
し
て

セ
メ
ン
ト
で
レ
ン
ガ
の
壁
を
積
ん
だ
。
一
時
間
半
後
、
彼
ら
は
道

具
を
放
り
出
し
て
皆
厨
房
み
た
い
な
演
技
の
エ
リ
ア
に
入
っ
て
来

て
、
長
方
形
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
席
に
着
き
、
テ
ー
ブ
ル
の
上

の
焼
肉
、
肉
団
子
、
包
子
を
す
っ
か
り
た
い
ら
げ
た
。
こ
の
情
景

は
私
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
最
後
の
晩
餐
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
た

が
、「
最
後
の
晩
餐
」
と
何
の
関
係
が
あ
る
の
だ
。
お
そ
ら
く

も
っ
と
多
く
の
観
客
は
観
終
わ
っ
た
後
こ
う
尋
ね
る
だ
ろ
う
、
大

勢
が
食
事
を
作
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
、
エ
イ
ズ
と
何
の
関
係

が
あ
る
の
、
と〉

37
〈

。

　

ま
た
、
于
堅
の
記
録
で
も
上
演
の
経
緯
や
様
子
が
仔
細
に
語
ら
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
こ
れ
は
初
め
て
の

オ
ー
プ
ン
方
式
の
上
演
で
す
。
や
り
た
い
人
が
い
れ
ば
、
誰
で
も
舞

台
に
上
が
っ
て
自
分
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
ま
た
エ
イ
ズ
は
劇
の
一
部
分
で
あ
る
と
し
て
、
エ
イ
ズ
の

常
識
解
説
や
「
過
去
一
二
カ
月
間
で
何
人
と
性
的
関
係
を
も
ち
ま
し

た
か
」
な
ど
と
い
っ
た
詳
細
す
ぎ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
付
い
て
い
た
。

于
堅
は
演
出
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
（
前
略
）
一
三
人
が
焼
肉
を
作
り
、
肉
団
子
を
揚
げ
、
包
子
を
蒸

す
と
い
う
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
少
な
く
と
も
あ
る
種
の
「
日
常
」
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や
「
習
慣
」、「
伝
統
」
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
が
劇
の
主
体
部

分
で
、
そ
れ
が
同
時
に
も
っ
と
強
烈
だ
っ
た
の
は
あ
る
種
の
「
無

関
係
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
観
客
席
の
両
側
と
後
ろ
で
は
、

牟
森
が
呼
ん
だ
出
稼
ぎ
労
働
者
一
三
人
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
レ
ン

ガ
の
壁
を
作
る
。
牟
森
は
、
そ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
劇
の
コ
ー
ラ

ス
だ
と
言
っ
て
い
た
。
レ
ン
ガ
の
壁
の
意
味
は
「
包
囲
」
を
築

き
、「
閉
鎖
」
を
築
く
こ
と
で
、
舞
台
の
方
の
動
き
と
の
「
無
関

係
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
「
生
産
」
と
「
繁
殖
」
で

あ
り
、
人
に
「
逃
避
で
き
な
い
」
と
さ
え
思
わ
せ
る
。
そ
れ
は
観

客
席
を
受
動
的
な
エ
リ
ア
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
的
な
観
察

の
仕
方
、
自
在
な
感
覚
、
優
越
感
、
そ
し
て
「
無
関
係
」
を
消
失

さ
せ
る
こ
と
だ
。
声
は
混
乱
し
て
、
や
か
ま
し
く
、
細
々
と
し

て
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
で
、
中
心
が
な
く
、
テ
ー
マ
が
な
く
、
食
堂

で
聞
こ
え
て
く
る
「
無
関
係
な
」
お
し
ゃ
べ
り
の
よ
う
で
、
実
際

の
と
こ
ろ
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
公
共
の
場
所
で
聞
こ
え
て
く
る
お

し
ゃ
べ
り
な
の
〉
38
〈

だ
。

　

こ
の
即
興
劇
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
、
人
物
描
写
、
情
景
描
写
な
ど
を

包
括
す
る
脚
本
が
な
い
と
い
う
点
が
と
く
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
や
は
り
、
鉄
板
、
ド
ラ
ム
缶
、
機
器
な
ど
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
多
く

使
わ
れ
、
台
詞
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
よ
う
で
、
台
詞
よ
り
も
料
理
す

る
、
食
べ
る
と
い
う
行
為
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
観
客
の

飛
び
入
り
参
加
も
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

ア
ー
ト
の
傾
向
は
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
か
ら
さ
ら
に
ま
た
増
し
た
作
品

と
な
っ
た
。

四
　
牟
森
の
演
劇
性
と
表
象

　

二
作
品
の
特
徴
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
具
体
的
な
評
価
や
牟
森
自

身
の
演
出
意
図
を
参
照
し
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
抽
出
し
て
み
る
。

　
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
の
劇
評
は
外
国
の
現
地
の
も
の
に
な
る
が
、「
深

く
感
動
さ
せ
る
自
由
の
叫
び
」「
素
朴
で
飾
り
気
の
な
い
中
国
演

劇
」
な
ど
軒
並
み
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
〉
39
〈
る
。
ま
た
、

牟
森
自
身
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
可
能
性
に
満
ち
た
演
劇
で
す
。
構
想
か
ら
稽

古
、
そ
し
て
今
ま
で
の
構
成
は
み
な
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
言
う
と
、
こ
れ
は
依
然
と
し
て
未
完
成
の
作
品
で

す
。
こ
の
劇
は
成
長
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
ぼ
く
た
ち
に
は
誰
に

も
皆
自
分
の
成
長
が
あ
り
、
同
じ
で
あ
り
ま
た
ま
っ
た
く
違
う
。

だ
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
ま
だ
あ
っ
て
、
誰
で
も
や
り
た
け
れ
ば

舞
台
に
上
が
っ
て
自
分
の
成
長
を
語
っ
て
い
い
。
こ
れ
は
自
分
に

つ
い
て
の
劇
で
、
俳
優
が
扮
す
る
他
人
の
劇
で
は
あ
り
ま
せ
〉
40
〈

ん
。

　

確
か
に
、
一
人
の
男
の
生
活
を
少
し
ず
つ
た
ど
っ
て
い
く
『
ゼ
ロ

の
記
録
』
の
詩
の
内
容
は
、
誰
に
で
も
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
の
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で
き
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
「
檔
案
」
は
、
中
国
人

誰
も
が
持
つ
経
歴
の
公
的
記
録
、
個
人
情
報
の
こ
と
で
あ
る
。「
ゼ

ロ
」
の
「
檔
案
」
と
称
し
て
、「
不
好
聴
」（
耳
障
り
な
、
お
も
し
ろ
く

も
な
い
）
な
男
の
半
生
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
り
ん
ご
は
純
粋
な

果
実
の
状
態
か
ら
鉄
筋
に
刺
し
込
ま
れ
、
果
汁
が
し
た
た
り
落
ち
、

機
械
で
つ
ぶ
さ
れ
、
最
後
は
送
風
機
の
風
の
中
に
放
り
込
ま
れ
る
。

こ
の
過
程
は
人
間
の
歩
み
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
述
し

た
外
国
で
の
劇
評
の
「
素
朴
で
飾
り
気
の
な
い
」
と
か
「
自
由
な
叫

び
」
と
は
、
そ
う
し
た
表
象
の
消
失
、
特
別
な
人
物
で
な
い
あ
り
ふ

れ
た
無
名
の
人
間
を
さ
ら
け
だ
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
の
反
響
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

　

伝
統
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
だ
が
高
雅
な
資
産
階
級
の
鑑
賞
趣
味
を

持
つ
観
客
は
、
そ
の
晩
大
い
な
る
恥
辱
を
味
わ
っ
た
。
ぼ
く
は

「
春
の
祭
典
」
の
初
演
の
晩
み
た
い
に
、
集
団
で
抗
議
さ
れ
退
場

さ
れ
る
か
と
思
っ
て
い
〉
41
〈

た
。
だ
が
、
人
々
は
う
わ
の
空
の
よ
う
に

劇
の
終
わ
り
を
待
っ
た
。
劇
が
終
わ
る
と
拍
手
し
た
が
、
ぼ
く
は

当
惑
し
た
。
拍
手
の
音
は
た
だ
叩
い
て
い
る
だ
け
で
、
人
々
も
そ

れ
を
わ
か
っ
て
い
る
か
拍
手
に
参
加
し
て
い
る
か
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
拍
手
し
た
人
が
ぼ
く
に
、
こ
ん
な
の
誰
で
も
演
技
で
き
る
、

と
言
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
本
当
の
観
客
も
い
て
、
面
識
も
な
い
中
年

の
人
が
ぼ
く
と
握
手
し
な
が
ら
、
き
み
た
ち
み
た
い
に
生
き
ら
れ

た
ら
ど
ん
な
に
い
い
か
、
と
言
っ
た
。
あ
る
カ
ナ
ダ
人
の
観
客

は
、
怖
く
な
っ
た
、
あ
な
た
た
ち
が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
〉
42
〈

た
。

　

終
演
後
の
様
子
を
述
べ
た
も
の
を
も
う
一
つ
引
い
て
み
た
い
。

　

終
演
後
に
三
〇
分
観
客
と
交
流
す
る
時
間
が
あ
っ
た
。
舞
台
に
上

が
っ
て
俳
優
た
ち
と
写
真
を
撮
る
観
客
が
い
た
が
、
多
く
が
友
人

だ
っ
た
。
業
界
の
人
間
が
言
う
に
は
、
劇
作
家
の
過
士
行
は
彼
ら

と
座
談
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
興
味
が
わ
か
ず
途
中
で
帰

り
、
北
京
人
民
芸
術
劇
院
演
出
家
の
林
兆
華
も
同
じ
理
由
で
帰
っ

た
そ
う
〉
43
〈

だ
。

　

二
作
に
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
が
演
劇
で
あ
る
か
と
い

う
根
本
的
な
疑
問
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
は

観
客
の
反
応
を
確
認
せ
ず
と
も
、
一
時
間
半
、
素
人
が
た
だ
料
理
を

作
り
と
り
と
め
の
な
い
話
を
し
か
も
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
な
い
状
況

で
話
す
の
を
見
聞
き
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
状
況
と
と
も
に
、
出

演
意
図
も
理
解
し
難
い
と
感
じ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

明
ら
か
な
の
は
、
牟
森
の
作
風
に
お
い
て
そ
も
そ
も
の
演
劇
に
お

け
る
演
劇
性
、
表
象
が
排
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
演
劇
性
と

は
、
演
劇
と
日
常
の
境
界
線
を
設
け
、
演
劇
に
身
を
委
ね
る
こ
と
で

あ
る
。
俳
優
が
観
客
席
を
歩
き
回
っ
た
り
観
客
に
話
し
か
け
た
り
す
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る
作
品
で
は
、
境
界
線
が
揺
ら
ぎ
ま
た
抵
触
し
て
い
る
と
言
え
る

が
、
や
は
り
演
劇
と
日
常
の
区
別
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
牟
森
の

作
品
で
は
素
人
が
起
用
さ
れ
、
上
演
に
物
語
や
特
定
の
個
人
が
存
在

し
な
い
た
め
、
観
客
は
自
己
の
側
と
舞
台
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と

の
区
別
を
認
識
し
づ
ら
く
、
境
界
線
は
極
め
て
曖
昧
に
な
る
。
ま

た
、
上
演
に
は
表
象
も
極
め
て
少
な
い
。
鉄
筋
に
刺
さ
っ
た
り
ん
ご

も
料
理
を
作
り
な
が
ら
世
間
話
が
つ
ぶ
や
か
れ
る
状
況
も
、
演
出
家

が
託
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
と
く
に
な
く
、
観
客
個
々
人
に
還
元
さ
れ
る

こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
演
劇
が
久
し
く
リ
ア
リ
ズ
ム
を
土
台
と
し
、
そ
こ
で
守
ら
れ

る
演
劇
の
約
束
事
、
つ
ま
り
人
物
が
お
り
、
時
系
列
に
進
み
、
因
果

関
係
や
筋
が
あ
る
、
ま
た
観
客
と
舞
台
の
間
に
は
壁
が
あ
り
俳
優
と

観
客
は
直
接
交
流
し
な
い
な
ど
を
前
提
と
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
牟
森
の
演
出
は
極
め
て
斬
新
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
─
─
中
国
小
劇
場
演
劇
に
お
け
る
実
験
の
状
況

　

以
上
、
牟
森
の
代
表
作
『
ゼ
ロ
の
記
録
』『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』

の
検
討
を
通
し
て
、
牟
森
の
演
劇
は
脚
本
が
な
い
即
興
劇
で
あ
る
こ

と
、
上
演
の
目
的
が
「
日
常
」
を
舞
台
上
に
表
す
こ
と
と
し
て
、
と

り
と
め
の
な
い
即
興
の
台
詞
、
台
詞
と
あ
ま
り
か
か
わ
り
の
な
い
行

為
が
た
だ
現
前
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
個
の
発
信

と
い
う
テ
ー
マ
や
即
興
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
徴
と
し
て
も
っ

と
も
顕
著
で
あ
る
の
は
演
劇
性
、
表
象
の
消
失
で
あ
っ
た
。
上
演
と

日
常
が
区
別
さ
れ
る
意
識
、
す
な
わ
ち
演
劇
性
、
そ
し
て
舞
台
装
置

や
人
の
態
度
等
に
お
け
る
表
象
は
上
演
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
だ
が
、
牟
森
の
作
品
で
は
上
演
内
容
は
観
客
個
々
人
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
舞
台
上
に
現
前
す
る
も
の
に
付

随
す
る
物
語
や
表
象
は
な
い
と
い
う
ま
さ
に
「
ゼ
ロ
」
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
た
。

　

牟
森
は
『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
の
後
、
同
じ
作
風
の
繰
り
返
し

に
陥
り
、
三
年
後
に
は
上
演
活
動
を
停
止
す
る
。
自
分
を
超
え
ら
れ

な
か
っ
た
、
と
牟
森
自
身
吐
露
す
る
よ
う
に
、
牟
森
の
手
法
は
も
は

や
新
し
さ
や
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
む
し

ろ
厭
き
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。
人
々
が
牟
森
の
舞
台
に
関
心

を
失
い
、
ま
た
牟
森
自
身
も
歩
み
を
止
め
た
理
由
に
は
、
次
の
三
つ

が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
中
国
に
お
け
る
「
俳
優
」
の
認
識
で
あ
る
。
ま
さ
に
京

劇
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
演
劇
と
は
俳
優
の
技
能
を
堪
能
す
る
も

の
で
あ
り
、
俳
優
と
は
専
門
的
な
訓
練
を
積
ん
だ
プ
ロ
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
中
国
に
は
演
劇
、
舞
踏
、
音
楽
、
映
画
、
メ
デ
ィ
ア
に
か

か
わ
る
教
育
機
関
や
大
学
が
軍
の
学
校
を
含
め
多
数
あ
る
。
牟
森
は

演
劇
的
な
も
の
、
芝
居
が
か
っ
た
も
の
を
好
ま
ず
、
舞
台
で
の
行
為

や
発
話
を
日
常
の
状
態
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
。
一
度
採
用
し
た
俳

優
も
稽
古
の
段
階
で
意
に
沿
わ
な
い
と
し
て
手
放
し
て
友
人
ら
素
人
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を
起
用
し
、
素
の
ま
ま
し
ゃ
べ
ら
せ
た
り
何
か
を
さ
せ
た
り
し
て
む

し
ろ
演
技
を
さ
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

こ
ん
な
も
の
は
誰
で
も
演
技
で
き
る
、
と
い
っ
た
観
客
の
反
応
は
、

素
人
が
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
釈
然
と
し
な
い
感
情
を
示
し
て
い
る
。

い
わ
ば
素
人
集
団
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
牟
森
の
作
品
が
精
彩
を
欠

く
も
の
と
映
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

二
つ
目
は
表
象
の
消
失
に
よ
る
観
客
の
心
的
負
担
で
あ
る
。
舞
台

装
置
、
俳
優
の
身
体
に
表
象
が
な
け
れ
ば
、
観
客
は
人
物
や
状
況
を

属
性
に
頼
っ
て
知
る
し
か
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
属
性
の
情
報

は
ほ
ぼ
台
詞
か
ら
得
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
牟
森
の
作
品
で
は
台

詞
は
断
片
的
で
と
り
と
め
が
な
く
、
聞
き
取
り
づ
ら
い
も
の
で
さ
え

あ
る
。
舞
台
上
の
人
物
た
ち
が
誰
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係

で
、
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
観
客
は
辛
抱
強
く
台
詞
に
耳
を
そ

ば
だ
て
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
現
前
す
る
状
況
を
理
解
し
よ
う
と
思

考
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
眼
前
で
展
開
さ
れ
る
俳
優
の
口
か

ら
は
っ
き
り
な
さ
れ
る
説
明
や
筋
立
て
な
ど
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に

誘
導
さ
れ
る
ま
ま
に
、
身
を
任
せ
ら
れ
る
作
品
、
表
象
の
情
報
に
溢

れ
た
作
品
と
異
な
り
、
観
客
は
忍
耐
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

無
論
、
言
語
の
比
重
が
少
な
い
こ
と
は
負
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

外
国
に
お
い
て
は
そ
れ
ゆ
え
に
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
た
が
、
牟
森
作
品
で
は
素
人
俳
優
の
起
用
も
相
俟
っ
て
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
の
新
鮮
さ
を
維
持
す
る
の
は
難
し
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
「
お
話
」
が
判
然
と
し
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
的
演

劇
、
演
劇
性
や
表
象
を
遠
ざ
け
た
演
劇
は
、
牟
森
に
限
ら
ず
中
国
に

お
い
て
は
い
ま
だ
敬
遠
さ
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。
林
兆
華

は
一
九
九
九
年
に
『
三
人
姉
妹
・
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』（《
三
姊

妹
・
等
待
戈
多
》、
チ
ェ
ー
ホ
フ
お
よ
び
ベ
ケ
ッ
ト
原
作
）
と
い
う

そ
の
名
の
と
お
り
二
つ
の
古
典
的
戯
曲
の
シ
ー
ン
を
ラ
ン
ダ
ム
に
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
不
条
理
劇
を
上
演
し
た
が
、
そ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
切

り
貼
り
）
の
脚
本
と
三
人
姉
妹
に
さ
せ
た
無
感
情
な
演
技
は
、
重
苦

し
く
理
解
で
き
な
い
、
と
甚
だ
不
評
で
あ
っ
た
。
孟
京
輝
は
二
〇
〇

八
年
の
『
愛
は
死
よ
り
冷
酷
』（《
愛
比
死
更
冷
酷
》、
フ
ァ
ス
ビ
ン

ダ
ー
原
作
）
で
、
俳
優
に
感
情
を
排
し
た
無
機
質
な
演
技
を
さ
せ
、

舞
台
と
観
客
席
を
ガ
ラ
ス
で
仕
切
り
、
観
客
に
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
俳

優
の
声
を
聞
か
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
恋
愛
ス
ト
ー
リ
ー
や

お
笑
い
を
前
面
に
出
し
た
痛
快
な
作
風
で
人
気
を
得
て
き
た
孟
京
輝

で
あ
っ
た
だ
け
に
困
惑
し
た
声
が
高
か
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
演
技
な

ら
普
通
の
人
に
も
で
き
る
、
と
て
も
演
技
な
ど
と
は
言
え
な
い
、
と

終
演
後
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
で
孟
京
輝
に
食
い
下
が
っ
て
い
た
観
客

も
い
〉
44
〈

た
。
こ
れ
ら
も
、
中
国
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
演
劇
的
で
な
い
も

の
や
、
無
感
情
な
演
技
が
プ
ロ
ら
し
く
な
い
と
み
な
さ
れ
あ
ま
り
共

感
を
呼
ば
な
い
状
況
を
示
す
例
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
新
奇
的
な
舞
台
の
実
験
に
対
し
中
国
が
必
ず
し
も
排

他
的
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
。
林
兆
華
は
悲
劇
で
あ
る
『
コ
リ
オ
レ

イ
ナ
ス
』（《
大
将
軍
寇
流
蘭
》
二
〇
一
〇
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
原
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作
）
に
お
い
て
、
舞
台
上
で
長
髪
を
振
り
乱
し
て
生
演
奏
す
る
ヘ
ビ

メ
タ
の
バ
ン
ド
音
楽
を
取
り
入
れ
、
舞
台
を
半
分
そ
の
ラ
イ
ブ
と
化

し
た
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
孟
京
輝
の
『
銃
、
嘘
と
薔
薇
』（《
槍
、

謊
言
和
玫
瑰
》
二
〇
一
二
、
エ
ル
ド
マ
ン
原
作
）
で
は
、
室
内
を
飛

び
続
け
る
耳
障
り
な
蚊
の
羽
音
に
睡
眠
を
邪
魔
さ
れ
る
カ
ッ
プ
ル
が

無
言
の
ま
ま
延
々
と
蚊
と
格
闘
し
、
や
が
て
蚊
の
羽
音
が
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
轟
音
に
ま
で
な
る
不
条
理
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ア
ー
ト
的
な
一
シ
ー
ン
が
あ
る
。
中
国
小
劇
場
演
劇
の
実
験
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
理
由
は
、
牟
森
自
身
の
関
心
の
あ
り
方
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
牟
森
の
関
心
は
演
劇
そ
の
も
の
の
お
も
し
ろ
さ
で

は
な
く
、
む
し
ろ
演
劇
を
い
か
に
演
劇
ら
し
く
な
く
す
る
か
に
あ
っ

た
。
個
の
発
信
や
発
露
、
演
劇
の
日
常
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て

『
ゼ
ロ
の
記
録
』
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。
だ
が
、『
ゼ
ロ
の
記
録
』
が

「
こ
じ
ら
せ
」
気
味
に
な
っ
た
『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
は
、
そ
の

個
の
発
信
や
日
常
が
観
客
に
ど
こ
か
き
ま
り
悪
さ
を
覚
え
さ
せ
、
演

劇
で
な
く
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ

れ
〉
45
〈

る
。
一
方
で
牟
森
は
そ
の
後
も
、
演
劇
に
お
い
て
ほ
か
の
テ
ー
マ

を
見
出
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。
果
た
し
て
、
牟
森
の
関
心
は
二
〇
〇

六
年
に
映
画
の
解
説
を
書
い
た
頃
か
ら
、
歴
史
の
叙
述
、
執
筆
へ
と

移
行
し
、
上
海
の
歴
史
を
描
い
た
『
上
海
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
を
執

筆
す
る
。
ま
た
『
上
海
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
は
演
劇
上
演
で
は
な
く

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
に
近
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
で
あ
っ

た
。
牟
森
の
関
心
の
方
向
は
、
孟
京
輝
が
演
劇
と
い
う
芸
術
様
式
そ

の
も
の
に
魅
せ
ら
れ
、
言
語
を
思
い
の
ま
ま
に
装
飾
し
た
り
娯
楽
性

を
高
め
た
り
し
て
、
上
演
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
た
の
と
は
大
き
く

異
な
る
。
前
節
で
触
れ
た
『
エ
イ
ズ
と
関
連
す
る
』
の
終
演
後
に
設

け
ら
れ
た
観
客
と
の
交
流
の
時
間
が
、
内
輪
で
の
写
真
撮
影
に
終
始

し
、
演
劇
を
議
論
す
る
場
と
な
ら
な
か
っ
た
一
件
も
牟
森
の
関
心
の

在
り
処
を
示
し
て
い
よ
う
。
牟
森
が
見
つ
め
た
の
は
演
劇
で
は
な

く
、
そ
の
先
に
あ
る
テ
ー
マ
の
方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

演
劇
性
や
表
象
を
排
し
自
由
な
即
興
を
繰
り
広
げ
た
り
、
素
人
や

労
働
者
が
舞
台
に
立
っ
た
り
す
る
上
演
は
、
一
九
九
〇
年
代
、
演
劇

関
係
者
も
含
め
て
中
国
の
観
客
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
牟
森
は
演
劇
大
学
出
身
者
で

は
な
か
っ
た
か
ら
、
演
劇
の
約
束
事
や
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
伝

統
的
な
演
技
方
法
な
ど
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
自
由

な
作
品
を
生
み
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
と
め

な
く
平
凡
な
個
人
の
半
生
を
吐
露
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
関
心

は
、
今
日
見
る
よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
逐
次
私
生
活
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
文
化
を
先
取
り
し
て
い
た
と
も
言

え
る
。
た
だ
、
牟
森
の
実
験
は
確
か
に
失
わ
れ
た
。
現
在
（
二
〇
一

六
年
）
五
〇
代
で
あ
る
牟
森
の
今
後
の
創
作
に
注
目
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。
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注〈
1
〉 
主
に
、
劉
淳
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」（『
黄
河
』

一
九
九
七
年
第
六
期
）、
張
鑫
「
牟
森
研
究
綜
述
」（『
美
与
時
代
』

二
〇
〇
九
年
下
半
月
第
一
一
期
）、
陳
吉
徳
「
牟
森
│
│
消
解
与
重

構
」（『
戯
劇
文
学
』
二
〇
〇
二
年
第
五
期
）、
陶
慶
梅
「
第
三
章
第

二
節 

牟
森
│
│
戯
劇
作
為
対
抗
」（『
当
代
小
劇
場
三
十
年1982 ‒

2012

』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
瀬
戸
宏
「
牟
森

に
関
す
る
ノ
ー
ト
│
│
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
を
中
心
に
」（『
南
腔
北
調

論
集
│
│
中
国
文
化
の
伝
統
と
現
代 

山
田
敬
三
先
生
古
稀
記
念
論

集
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
瀬
戸
宏
「
天
安
門
事
件
二
〇
年

と
最
近
の
中
国
演
劇
界
」（『
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
第
二
次
』
四
〇
号
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

〈
2
〉 

万
佳
歓
「
牟
森
十
年
没
虚
度
│
│
長
“
武
功
”
很
幸
福
」『
中

国
新
聞
周
刊
網
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
六
日 http://culture.

inewsweek.cn/20131106 /detail-73982 -1 .htm
l

（
二
〇
一
六
年
六

月
一
五
日
確
認
）。

〈
3
〉 

上
海
の
徐
匯
濱
江
地
区
、
綿
延
浦
江
西
岸
に
開
発
さ
れ
た
ア
ー

ト
エ
リ
ア
。
パ
リ
左
岸
、
ロ
ン
ド
ン
南
岸
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る

（『
西
岸
双
年
展
』http://westbundbiennial.com

/

、
二
〇
一
六
年

六
月
一
五
日
確
認
）。

〈
4
〉 

「
表
象
」
は
広
範
で
多
義
に
わ
た
る
概
念
で
、
一
般
的
に
は
表

現
行
為
、
イ
メ
ー
ジ
を
指
す
。
本
稿
で
は
狭
義
的
に
、
何
か
を
代
表

さ
せ
る
意
と
し
て
用
い
た
。

〈
5
〉 

菅
井
幸
雄
「
近
代
演
劇
の
諸
傾
向
」
津
上
忠
・
菅
井
幸
雄
・
香

川
良
成
編
『
演
劇
論
講
座
』
第
二
巻 

演
劇
史
外
国
編
、
汐
文
社
、

一
九
七
六
年
。

〈
6
〉 

河
竹
登
志
夫
『
演
劇
概
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

年
、
二
六
九
頁
。

〈
7
〉 

曹
禺
「
我
対
戯
劇
創
作
的
希
望
」『
劇
本
』
一
九
八
一
年
第
四

期
（
陶
慶
梅
『
当
代
小
劇
場
三
十
年1982 ‒2012

』
三
三
頁
を
参

照
）。

〈
8
〉 

黄
佐
臨
「
漫
談
“
戯
劇
観
”」（『
上
海
戯
劇
』
二
〇
〇
六
年
第

八
期
）
参
照
。

〈
9
〉 

一
九
六
二
年
三
月
、
広
州
「
全
国
話
劇
、
歌
劇
、
児
童
劇
創
作

座
談
会
」
に
お
け
る
発
言
。

〈
10
〉 

解
璽
璋
・
解
宏
乾
編
著
『
北
京
人
芸
戯
劇
博
物
館
』
同
心
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
二
頁
。

〈
11
〉 

同
右
、
一
九
四

－

一
九
六
頁
。

〈
12
〉 

菅
井
幸
雄
、
前
掲
「
近
代
演
劇
の
諸
傾
向
」
一
一
七
頁
。

〈
13
〉 

梅
山
い
つ
き
「
復
活
・
早
稲
田
小
劇
場
ど
ら
ま
館
」YO

M
I 

U
RI O

N
LIN

E

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
一
四
年
六
月
一
六
日 

http://www.yom
iuri.co.jp/adv/wol/opinion/culture_140616 .htm

l

（
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
確
認
。U

RL

は
以
下
同
様
）

〈
14
〉 

大
平
和
登
・
荒
井
良
雄
『
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
！ 

ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
！
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
、
一
六
六
頁
。

〈
15
〉 

北
京
人
民
芸
術
劇
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://www.bjry.com

/
overview/list_31 .htm

l

〈
16
〉 
孟
京
輝
戯
劇
工
作
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://m

engjinghui.
com

.cn/theatres.jsp
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〈
17
〉 

王
悦
「
市
場
化
経
営
下
我
国
劇
場
的
設
計
思
路
更
新
研
究
」
清

華
大
学
博
士
論
文
（
二
〇
一
一
）
第
二
章
第
一
節
「
計
画
経
済
時
期

的
劇
場
類
型
（1949 ‒1978

年
）」
参
照
。

〈
18
〉 
別
役
実
・
坂
手
洋
二
「
対
談 

世
界
と
交
信
す
る 

ゴ
ド
ー
を
待

た
な
い
で
‼
」『
國
文
學
』
第
五
二
巻
第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一

一
頁
。

〈
19
〉 

厳
密
に
は
単
位
認
定
退
学
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
休
学
中

に
大
学
が
単
位
制
に
切
り
替
わ
っ
た
た
め
に
最
終
的
に
単
位
不
足
と

な
り
、
出
さ
れ
た
の
は
「
肄
業
証
書
」（
履
修
証
明
書
）
で
あ
っ
た

（
劉
淳
、
前
掲
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」
一
六
三
頁
）。

〈
20
〉 

北
京
で
奮
闘
す
る
地
方
出
身
者
を
言
う
。
主
に
芸
術
関
連
で

チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
い
な
が
ら
厳
し
い
暮
ら
し
を
す
る
若
者
。

〈
21
〉 

ド
イ
ツ
の
作
家
・
外
交
官
の
ワ
イ
ケ
ル
ト
（E

rwin W
ickert, 

1915 ‒2008

）
は
当
時
駐
中
大
使
。

〈
22
〉 

水
晶
「
北
京
実
験
戯
劇
」
張
仲
年
主
編
『
中
国
実
験
戯
劇
』
上

海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
四
六
頁
。

〈
23
〉 

劉
淳
、
前
掲
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」
一
六
三

頁
。

〈
24
〉 

呉
文
光
、
記
録
片
『
流
浪
北
京
』
一
九
九
〇
年
。『
愛
奇
芸
』

（http://www.iqiyi.com
/w_19 rrxdnfu1 .htm

l

）
ほ
か
、
主
要
な
中

国
の
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
25
〉 

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
ズ
ナ
ー
「
第
七
章 

ス
ト
ラ
ス
バ
ー

グ
、
ア
ド
ラ
ー
、
マ
イ
ズ
ナ
ー
│
│
メ
ソ
ッ
ド
演
技
」（
ア
リ
ソ

ン
・
ホ
ッ
ジ
編
著
、
佐
藤
正
紀
ほ
か
訳
『
二
十
世
紀
俳
優
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
』
而
立
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

〈
26
〉 

水
晶
、
前
掲
「
北
京
実
験
戯
劇
」
四
七
頁
。

〈
27
〉 

劉
淳
、
前
掲
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」
一
六
四

頁
。

〈
28
〉 

カ
ー
ル
ソ
ン
に
よ
る
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
の
「
い

ち
ば
ん
共
通
し
て
い
る
形
は
、
一
人
の
俳
優
が
、
登
場
人
物
を
演
じ

る
の
で
は
な
く
、
運
動
、
身
振
り
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
個
人
的
な
経

験
を
通
し
て
、
観
客
と
直
接
結
び
付
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
飾
り
立
て
た
装
置
と
文
学
テ
ク
ス
ト
に
書
か
れ
た
「
登
場
人

物
」
を
前
提
と
す
る
昔
な
が
ら
の
劇
に
は
生
み
出
せ
な
い
、
あ
る
種

の
人
間
的
な
親
し
さ
を
探
求
す
る
も
の
」
で
あ
る
（
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・

カ
ー
ル
ソ
ン
著
、
岸
田
真
訳
「
演
劇
研
究
の
新
し
い
状
況
」
毛
利
三

彌
編
『
演
劇
論
の
変
貌
│
│
今
日
の
演
劇
を
ど
う
と
ら
え
る
か
』
論

創
社
、
二
〇
〇
七
年
、
四
一
頁
）。
な
お
、
今
日
で
は
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
スperform

ance

」
は
、
元
来
の
意
味
で
あ
っ
た
路
上
で
の
見

世
物
・
舞
台
上
演
か
ら
、
人
の
文
化
行
動
ま
で
を
含
む
広
範
で
曖
昧

な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
上
演
的
様
相
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（J. L. 

A
ustin

）
の
「
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴperform

ative

」（
行
為
遂
行
的
）

と
い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
文
学
的
様
相
と
差
別
化
さ
れ
て
い
く

研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
毛
利
三
彌
「
序 

演
劇
論
の
変
貌
│
│
二

十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
」
同
書
、
一
三

－

一
四
頁
）。

日
本
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
は
高
橋
雄
一
郎
『
身
体
化
さ
れ
る

知
│
│
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
』（
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

が
詳
し
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
芸
術
・
芸
能
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
儀
礼
・
祭
祀
の
三
つ
に
大
別
し
て
い
る
。
本
稿
で
は

人
間
行
動
学
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
区
別
す
る
た
め
、「
パ
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フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
い
う
語
を
単
独
で
使
用
す
る
こ
と
を
控
え
た
。

〈
29
〉 

瀬
戸
宏
、
前
掲
「
牟
森
に
関
す
る
ノ
ー
ト
│
│
『
ゼ
ロ
の
記

録
』
を
中
心
に
」
五
九
八
頁
。

〈
30
〉 
万
佳
歓
、
前
掲
「
牟
森
十
年
没
虚
度
│
│
長
“
武
功
”
很
幸
福
」。

〈
31
〉 

中
国
語
原
文
「
特
定
空
間
、
跨
媒
介
、
超
鏈
接
、
大
規
模
和
主

題
式
」。
牟
森
「『
上
海
奥
徳
賽
』
叙
事
報
告
」『
芸
術
評
論
』
二
〇

一
三
年
第
一
一
期
、
一
八
頁
。

〈
32
〉 

牟
森
演
出
『
ゼ
ロ
の
記
録
』
上
演
の
録
画
（
一
九
九
四
年
、
会

場
不
詳
。
瀬
戸
宏
摂
南
大
学
教
授
所
蔵
）
に
依
拠
し
た
。

〈
33
〉 

于
堅
「
彼
岸
」『
于
堅
的
博
客
』
一
九
九
三
年
六
月
執
筆
、
二
〇

〇
九
年
二
月
掲
載
、http://blog.sina.com

.cn/s/blog_4889207 c 
0100 cf13 .htm

l

〈
34
〉 

瀬
戸
宏
、
前
掲
「
牟
森
に
関
す
る
ノ
ー
ト
│
│
『
ゼ
ロ
の
記

録
』
を
中
心
に
」
五
九
七
頁
。

〈
35
〉 

牟
森
「
関
於
演
劇
『
零
檔
案
』
│
│
関
於
小
劇
場
演
劇
三
十
周

年
之
際
」（『
芸
術
評
論
』
二
〇
一
二
年
第
一
二
期
）
掲
載
の
ベ
ル

ギ
ーD

e M
orgen

紙
批
評
中
国
語
訳
を
引
用
（
一
六

－

一
七
頁
）。

批
評
は
一
九
九
四
年
の
も
の
。

〈
36
〉 

水
晶
、
前
掲
「
北
京
実
験
戯
劇
」
四
八
頁
。

〈
37
〉 

劉
淳
、
前
掲
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」
一
七
一

頁
。

〈
38
〉 

于
堅
「
戯
劇
作
為
動
詞
│
│
与
艾
滋
有
关 

第
二
部
分
」『
于
堅

的
博
客
』
一
九
九
五
年
三
月
執
筆
、
二
〇
〇
六
年
五
月
掲
載
、

http://blog.sina.com
.cn/s/blog_4889207 c010003 tr.htm

l

〈
39
〉 

劉
淳
、
前
掲
「
走
向
自
由
│
│
牟
森
和
他
的
戯
劇
」
一
六
九
頁
。

〈
40
〉 

同
右
、
一
六
八
頁
。

〈
41
〉 

引
用
者
注
：
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
音
楽
「
春
の
祭

典
」
の
初
演
（
一
九
一
三
）
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

〈
42
〉 

于
堅
、
前
掲
「
彼
岸
」『
于
堅
的
博
客
』
一
九
九
三
年
六
月
執

筆
、
二
〇
〇
九
年
二
月
掲
載
、http://blog.sina.com

.cn/s/blog_ 
4889207 c0100 cf13 .htm

l

〈
43
〉 

水
晶
、
前
掲
「
北
京
実
験
戯
劇
」
四
九
頁
。

〈
44
〉 

「
人
物 

先
鋒
戯
劇
導
演
孟
京
輝
」『iC

N
T

V

人
物
官
方
頻
道
』

YouTube

二
〇
一
三
年
六
月
一
三
日
公
開https://www.youtube.

com
/watch?v =w

t3 ehU
9 U

PoE

〈
45
〉 

瀬
戸
宏
は
「
牟
森
は
“
旧
課
題
”
を
二
〇
世
紀
の
八
〇
年
代
末

か
ら
九
〇
年
代
に
再
び
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
“
旧
課
題
”
が

こ
の
時
代
に
依
然
と
し
て
通
じ
る
普
遍
性
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
、
個
性
を
解
放
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
か
。
彼
は
こ
の
問

題
に
答
え
て
い
な
い
。
五
四
時
期
に
魯
迅
は
「
ノ
ー
ラ
は
家
出
し
て

ど
う
な
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
を
提
出
し
た
。
牟
森
は
魯
迅
の
問
い

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
の
新
し
い
芸
術
の
道
を
探
し
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は
自
己
の
旧
作
の
内
容
を
繰
り

返
す
ほ
か
な
く
、
最
後
に
は
こ
の
演
劇
創
作
を
中
断
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（
瀬
戸
宏
、
前
掲
「
天
安
門
事
件
二
〇
年

と
最
近
の
中
国
演
劇
界
」
八
四
頁
）。


